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0， 1歳児の鏡像反応の発達
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はじめに
子供は，鏡の前で嫌々な行動を示す。子供の鋭に対す
る行動には， Darwin (1877)4)， Gesell (1947) 6)， W 
allon (1949)14与の観察記述がある。
子供の鏡花対する反応の研究は，二方面の取り組み方
がある。すなわち，一つは， Gesellのように，鏡11:対す
る反応そのものがいかに変化するかという.鏡fC:対する
反応の発達を研究する乙とといえる。他方は.鋭が唯一
自分の顔かたちをみせてくれる道具である特徴11:注目し
て.子供が自分を自分であると認知する，自己認知の変
化fL関する研究を中心とした研究である。
自己認知の変化IC:閲する研究は， マークテストを使用
する。マークテストとは，乳児に気づかれないように，
乳児の顔にしるしをつけ，鋭をみせたとき11:，乳児が鏡
を見て，自分の顔のしるしに触ったとき，自己認知した
と判断する方法である。しるしは，赤い口紅やシールが
使用され，つける犠合は，子供から直接見えない位箇と
して，鼻あるいはほほが選ばれている (Amsterdam197 
21~ Lewis 1979りSchuolman1977ゆDickie19745')。
7ークテスト以外の方法としては，自分の背後の物を
鋭像で見て実物を取る課題.鏡の中の自己像を見て，自
分の名前を言わせる課題，そして，鏡の前でのはにかみ
や困惑等の行動が使われている。
一方， Gesellの，鋭に対する反応、そのものがし、かに変
化するかという，鋭iζ対する反応の発達の研究は，生後
16過から60週までの子供の鋭の前での行動を詳細に記述
している。発達の指標としての鏡K対する反応は， 1 j滋
までの乳児の社会性の発達の指標として取り上げられて
いる(新版K式発達検査，津守・稲毛乳幼児発達検査，
迩城寺式乳幼児分析的発達検査)。
子供の鋭iζ対する反応の研究は，以上のニ方面の取り
組み方がなされてきた。
しかし前者の自己認知の研究の文献では，自己認知と
いう視点にとらわれる余り.鏡を使った自己認知は，鏡
の認知という問題点が粗略になっている。道具としての
鏡K対する子供の認知を取り扱った文献については，
10)11) Loveland (1986， 1987)'VI1'~子供の鋭像理解を発達的
に述べた文献については， Amsterdam (1972)1)ぐらし、
しかないようである。
またGesellの発途的記述は.子供の鋭lζ対する行動
の羅列に終り，鏡1ζ対する認知の程度が暖昧である。
そζで本研究では，子供は，鏡というものをどの織に
認知しているのかの発達を7'ークテスト等の方法を使っ
てより明らかにする乙とを目的とした。
方 i去
1 .対象
大阪市S学園乳児保育所児の，昭和61年7月23日から
昭和63年4月21臼の問に産まれた0，1 歳児37名(男子
23名，女子14名)を対象とした。対象児は全員身体上の
異常がない健常児である。対象児34名に実験直後に新版
K式発途検査を実施した結果，全員D.Q.は80以上であっ
た。残る 3名は，発達検査を実施した時には長期欠席中
で，やむなく発達検査を行う乙とができず，保母からの
聴取や実験時の状況から，今回の実検対象として，何ら
問題はないと判断された。
37名中5名(男子4名女子 l名)については，前年度
の予備笑験時，泣いたりいやがったりする ζとがなく，
月毎の実験での出席回数も多かった子供で，今回も月 l
回継続的に実験を行うようにした。
I.実験方法
実験は昭如63年5月10日から9月13日までの期間11:，
発達検査は9月19日から9月28日までの期間11:，いずれ
も午前中実施した。
場所はS学園内の，昼間は使用されていない保育窒で
ある。との部屋は，保母が待機している部屋と実験に使
用した部屋とビデオ装置をおいた部屋はそれぞれ引き戸
???、
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で区切られている。
実験室に鏡として， 145 cmx65 cmのフィルミラー(ガ
ラスではなく，フイノレムが鏡になっているもの)を償長
に置き，プロックのおもちゃを鏡の右端の方κ置いた。
実験を記録するためのビデオ装置は，実験室の隣の小
部屋K.置いた。それは鏡に映らないようiとするためであ
る。
子供はひとりずっ，保母によって日常の保育室から待
機室に連れて ζられた。 検者は待機室へ子供を呼びにい
き，実験が終るとまた待機室へ連れていった。
検者は子供を実験室へ連れてくるとすぐ，鏡の前へ，
子供の右側IC鋭がくるように向かい合って座らせた。鏡
の右端においてあったおもちゃを子供の前へ持ってきて
子供の様子を見た後，ボタンのはいったふたつきの小瓶
を子供の自の前で振ってみせ，ふたをあけ，ボタンを取
り出し，またボタンを瓶ICいれてふたをするという乙と
を実演してみせた。子供が興味を示したなら，小瓶を子
供1ζ渡し，様子を見た。子供が小瓶tζ興味を示さなかっ
たなら.別のおもちゃなどで子供の注意を引き付けるよ
うにした。
子供が小瓶を持って l分後，子供の背後で別の検者が，
自分の姿は鋭Iζ映らないようにして，つり輸を振った。
子供のそばにいる検者は，鏡It映ったつり輸を指さしな
がら，r見てごらん。あれはど乙にあるの。Jと子供IC
声をかけた。子供が鏡の中IC映ったつり輪IC関心を示さ
なかったら.再度声をかけ，鏡の中iζ映ったつり輸に子
供の注意が向くようにした。つり輸は 1分間振られた。
次iζ検者は，鏡の中の子供の像を指差し， rほら.あ
れ誰Jと子供IC言い，子供の注意を鏡へ引きつけた。子
供はその前に.それとは気づかないうちに直径16mmの
赤いシールを，額にはられた。子供が鏡を見てから2分
間，行動が観察された。
血.結果の分析
実験はすべてビデオテープiζ記録され，後で再生され，
次の二点についてチェックリスト用紙に整理された。
①鋭の中のつり輸に対する反応
次の5つの行動が見られるか否かが， OXで表された。
すなわち(a)鋭の中の輸を見ない， (b)鏡の中の輸を見た，
(c)輸を鏡の中で探した， (d)輸を鋭の回りで探した， (e)後
ろをふりむいたの5つである。
結果
1 .鏡の中のつり鎗に対する反応
鋭の中に映ったつり輪IC対する5つの行動 ((a)鋭の中
の輸を見ない， (b)鋭の中の給を見た，.(c)輸を鋭の中で探
した，(d)輪を鋭の回りで探した， (e)後ろをふりむいた)
が対象児一人一人について，見られたら0，見られなかっ
たら×で表したのが，表2である。 r(e)後ろをふりむい
た」の欄の数字は，鏡の中のつり輪を見てから後ろをふ
りむくまでにかかった秒数を示す。
表2から次のような乙とが得られる。
( i) 8カ月までは鏡の中のつり輸はみるが，探索行
動は出現していない。
(u) 9カ月で，輸を鏡の中で探す行動がみられる。
(並i)後ろをふりかえる行動は，早い子供では，およ
そ12カ月で出現している。しかし12カ月から17カ月で
は，子供によってばらつきがあり，後ろをふりかえる行
動が定着するのは， 18カ月以降となっている。
乙れをまとめると，鏡の中のつり給lζ対する反応は，
(1) 見るだけで採さない (5-8カ月)
(2) 探すがふりむくには到らない (9-16カ月)
(3) 探した後ふりむく(11-19カ月)
(4) 探さずにふりむく (18-24カ月)
という発達過程を示すと考えられた。
I.鏡をみて，自分の顔につけられたシールをとる行動
鏡をみて.知らない聞に自分の顔につけられたシール
をとる行動の出現率は，図llC示す。図 lより，鋭をみ
て，自分の顔につけられたシールをとる行動は， 18カ月
以降にみられ， 24カ月で50~彰の子供が，シールをとった。
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図1 r自分の顔のシールをとるJの出現率
② 鏡の前での行動 m.鏡像理解段階による， 鏡の前での行動の差異と月齢
表 llC示す54項目について，鏡IC対する行動をチェッ の検討
クした。 銭の中のつり給を探すとと，後ろをふりむくとと，自
乙のチェックリストの項目は，主ICGesel等(1947)6) 分の顔のシールをとる乙とといった，発達によって獲得
からなっている。 されていくと号、われる行動を手がかりにして，鋭に対す
(2 ) 
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表l 鋭の前での行動のチェック項目
l鋭の中の自分の顔を見る 29 鋭をパンパン叩く
2鋭の中の検査者を見る 30 鏡を指さす
3鋭の中の鏡に触れている自分の手を見る 31 鏡花手をべちやっとあてて.ズノレズルとひきずる
4鏡の中の鏡に触れていない自分の手を見る 32 パッと後ろを振り向く
5鋭の中の鏡花触れている自分の足を見る 33 床を叩く
6鋭の中の鏡に触れていない自分の足を見る 34 鏡の枠を指さす
7実物の検査者を見る 35 鏡を見ながら鋭の回りを動き回る
8鋭の両端を見る 36 鏡を見ずに鋭の回りを動き回る
9鋭の上端を見る 31 自己像Iζ笑心、かける
10 鋭の下方を見る 38 検査者像iζ笑いかける
1 鋭の中の自分の身体を見る 39 実物の検査者に笑L、かける
12 銭IC映ったおもちゃを見る 40 鋭を前後IC揺すぶる
13 実物のおもちゃを見る 41 おもちゃを鏡を見ながら持つ
14 身体を動かしながら鏡を見る 42 おもちゃを持ってから鏡を見る
15 身体を動かしながら鏡と実物を見比べる 43 おもちゃを鏡に近づける
16 検査者と検査者の鏡像を交互にみる 44 おもちゃを鏡κつける
1 自分の鋭像と検査者を交互にみる 45 声を出す
18 自分の鋭像と検査者の鋭像を交互にみる 46 泣く
19 自分の鏡像と自分を交互にみる 41 周囲をキョロキョロする
20 自分の鋭像と後ろ(振り向く)を交互にみる 48 じっとおとな しく鏡を見ている
21 自分の鋭像と備を交互にみる 49 鋭をちらっ とだけみる(ほとんどみない)
22 自分の鏡像と検査者以外の鏡像を交互にみる 50 鋭を見てと らんと言っても見ない
23 自分の鏡像とおもちゃを交互にみる 51 鏡の中の自己像を見たのち，検査者にすがりつく
24 鋭』ζ(手， iJi，ロ，顔，足， シーJレ，手指)をつける 52 鋭の中の自己像を見たのち，泣く
25 鋭IC(手.頭，口，顔， 足，シー ノレ.手指)を近づける 53 鏡IL映った自分の顔iζ手をやる
26 頭を娠る 54 鋭を見ながらシールを取る
27 手を綴る
28 鋭を軽く叩く
る反応の発達過程を明らかICしようと試みた。 らない。
筆者は先iζ，鋭の中のつり輪IC対する反応、を4過程で (6) 鋭の中のつり輸を探さずにふりむく，シーノレをと
表した。(結果(1))乙の4過程IC，自分の顔のシールを る。
とったかとらないか(結果(2)を加えると ，次の発 以下では，乙の新しし寸過程を表3のように表す。表
逮過程ができる。すなわち， 中のOxは，つり輸を探す，後ろをふりむく，シー ノレを
(1)鏡の中のつり輸を見るだけで探さない，シーノレを とるの3つの行動それぞれについて， 0はその行動がみ
とらない。 られた乙とを xはみられなかったζとを表す。
(2) 鋭の中のつり輸を探すがふりむくには到らない， 表2の，鋭の中の輸を見なかった一人を除く48人を(1)
シー ノレをとらない。 から(6ゆ過程IC当てはめた。 各過程の人数と年齢の偏は，
(3) 鋭の中のつり輸を探した後ふりむく，シールをと 表4IC，鏡の前での行動の出現率は表 5IC示す通りであ
らない。 る。
ω) 鋭の中のつり輸を嫁した後ふりむく，シールをと (1)xxxは，鏡の中のつり輸を見るだけで探さないシー
る。 ルをとらないノfターンである。
(5)鏡の中のつり輸を探さずICふりむく ，シーノレをと 図21C示すように， r鏡をちらつとだけみる」は， 他
(3) 
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表2 鏡の中の輪iζ対する反応、
子 大 (a) 鏡の中の (b) 鏡の中の (c) 輪を鏡の (d) 輸を鏡の回 (e) 後ろを輸を見ない 輸を見た 中で探した りで探した ふりむいた
2・o0 。 × X X X 
5 : 1 9 。 X X × 
7 1 4 。 X × × 
8 : 0 4 。 X × × 
8 : 0 7 。 × × × 
8 : 1 4 。 × × X 
9 : 2 4 。 。 × X 
9 : 2 9 。 × X X 
1 0・o5 。 。 × X 
1 1 : 0 5 。 X × X 
1 1 1 4 。 。 × × 
1 1 1 6 。 × X X 
1 1 : 2 7 。 。 × × 
1 1 : 2 9 。 X 。 1 40 
1 2 : 0 7 。 × X X 
1 2 : 0 9 。 X 。 220 
1 2 : 2 0 。 。 X X 
1 2 : 2 6 。 × × X 
1 3 : 1 0 。 × X X 
1 3 : 15 。 。 X 420 
1 3 : 1 8 。 。 X 540 
1 3 : 2 9 。 。 × × 
1 4 1 5 。 × × 140 
1 4 : 2 3 。 X X × 
1 5 : 0 1 。 × × 220 
1 5 : 19 。 。 。 480 
1 5 : 2 7 。 × 。 × 
1 6 : 0 5 。 。 。 1 
1 6 : 2 5 。 。 X 90 
1 7 0 5 。 X X × 
1 8 : 0 6 。 × 。 280 
1 8 : 1 7 。 X × 90 
1 8 : 1 8 。 X X 。
1 8 : 2 7 。 × 。 330 
1 9 : 1 0 。 × 。 1 00 
1 9 : 2 5 。 × × 30 
2 0 : 0 8 。 X X 10 
2 0 : 1 8 。 X × 220 
2 0 : 2 9 。 X X 10 
2 1 : 0 1 。 X X 20 
2 1 : 1 3 。 X × 30 
2 1 : 2 0 。 。 X × 
2 1 : 2 2 。 X X 110 
2 1 : 2 7 。 X X 40 
2 2 : 09 。 × × 10 
2 2 : 2 9 。 。 X 1 50 
2 3 : 00 。 X X 10 
2 3 : 0 5 。 X × 20 
2 3 : 2 8 。 X × 10 
(4 ) 
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表3 反応の有無による6つのパターン
三吹ごと つり輸を 後ろを探す ふりむく
× 
2 。
3 。
4 。
5 × 
6 X 
目
表4 各パターンの月齢分布
λ之二
100% 
90%-1 
80%-1 
70第1
山 609ぢ
岩50%-1
5- 7 
8- 9 
10-1 1 
1 2 -1 3 
1 4 -1 5 
1 6 -1 7 
1 8 -1 9 
2 0 -2 1 
22 -2 3 
2 
4 
2 
3 
。。。
13 
2 
。
3 
2 
。
。
9 
挙40%1に………………………一一
30%1..ヘじ……・……一一ぃ一一一一
X 
X 。。。。
3 4 
。。。。
1 。
3 。。。
2 。。。
8 2 
2ゆ%1…一…"'.....一…一・一一…一一 …・…
10%1 ………..'f". _......二百『えζ…
シールを
とる
X 
X 
× 。
X 。
5 6 
。。。。。。
。。
2 。。。
3 。
3 4 
2 2 
JO 6 
O%"'-:'r ・
(1) (2) (3) Idl (5) (6) 
(2)Ox xは，鋭像lζ関心が集中する傾向がみられたパ
ターンである。表5の鏡の前での行動の中で，鋭像を見
るという項目(表5のO印)について，各パターンの出
現寝の総計が図3である。図3では， (2)Ox xと(5)xO
xで，高い出現唱を示している。 (5)xOxは，後で述べ
5∞必
400%ι..... 
出300%-1…_..………・......""…ー …一・…'一一一.".
重加悦
100%-1 
096" 
(1) (2) (3) (4) (5) (6) 
x x x 0 x x 00 x 000 x 0 x x 00 
図3 鋭像をみる8項目の出現率総計
るように鏡像と;建物を交互に見たり .おもちゃや手を近
付けるという乙と (Gesel(1947)のいう実験的な態
度)が，単iζ鏡を見るという行動に伴う。 (2Dxxでは，
鋭像を見る行動が主であった。
(3にわ×は，鋭の中のつり輸を探した後ふりむく，シー
ノレをとらないバターンである。 1カ月児からみられた。
ζのパターンで初めて，鏡を指さす行動が現れた。
鏡の中のつり舗に対して， 1カ月児と12カ月児は，/i}.
初から鏡の中以外でつり輸を探した。鏡の中のつり輸は.
映り姿である ζとがすでにわかっているかのような行動
だった。しかし鋭像と実像の関係に確信を持つてはし、な
かったようであった。なぜならシールをはられた時，13 
か月児2人は.何度も後ろをふりかえる行動を示し.シー
ルの手がかりも自分の背後に求めているかのようだった。
18か月児は，シーノレをはった鏡の中の自分の顔を見て，
瓶の中のボタンと見比べた。ボタンはシーノレと同じ赤色
で，同じ大きさである。
xxx Oxx OOx 000 xOx xOO 
(40:めは.鏡の中のつり鈴を探した後ふりむき，シー
ノレをとるパターンである。該当者が2人と少ないととか
ら.例外的なパターンであるという見方もできる。鋭の
前での行動の出現E容は， (6)xOOと似た出現率を示して
いると恩われる。例えば(6)xOOが0%の項目はすべて
(4)000も0%である。 (6)xOOが50%以上であった項
目は，(4)000も50%あるいは10096である。
図2 i鋭をちらつとだけみるJの出現率
のパターンと比較して(1)XX xK顕著にみられた項目で
あった。
(1)xxxがみられ始める年齢は，表4によれば， 5カ
月である。しかし2カ月から7カ月は被験者が少なかっ
たため， 5カ月という月齢は検討を要すと思われる。
(2)Ox xは，鏡の中のつり鎗を傑すがふりむくには至J]
らない.シーノレをとらないバターンである。 9カ月児か
らみられた。
(5) 
(5)xOxは.鋭の中のつり輸を傑さずにふりかえる.
シールをとらなし、パターンである。 18カ月児からみられ
た。
先iζ述べたように， (5)xOxでは， (2)Ox xと共1<:， 
鏡像を見る出現$が高かった。(図3)一方図4は，銃
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表5 6過程の鏡の前での行動の出現率
鏡一の一一前一で一の一行一動一~のチェ yク項目 一一人一一一一一一数
(1) 12) (3) (4) (5) (6) 
13 9 8 2 10 6 。鏡の中の自分の顔を見る 7 78 75 100 100 67 。鏡の中の検査者を見る 38 78 50 50 70 17 。鏡の中の自分の手足を見る 38 33 50 。 30 33 
鏡の両端上端下方を見る 31 1 25 50 70 17 。鏡の中の自分の身体を見る 31 44 50 50 30 33 。鋭lζ映ったおもちゃを見る 23 33 38 。 60 。
※ 身体を動かしながら鏡を見る 31 33 38 50 60 67 
※ 身体を動かしながら鏡と実物を見比べる 8 22 13 50 40 。
※ 検査者と検査者の鏡像を交互にみる 23 1 。 。 20 。
※ 自分の鏡像と検査者を父互にみる 38 44 25 。 20 17 。自分の鏡像と検査者の鏡像を交互にみる 8 56 25 。 50 33 
※ 自分の鏡像と後ろ 〈振り向く)を父互にみる 8 33 38 。 80 17 
※ 自分の鏡像と横を交互にみる 23 22 38 。 30 。
※ 自分の鏡像と検査者以外の鋭像を交互にみる 15 33 25 。 30 。
鏡lζ(手， ~長，ロ，顔，足，シーノレ，手指)をつける 31 33 38 50 30 50 
鏡fe(手，頭，口，顔，足，シーJレ，手指)を近づける 23 。。 。 20 17 
鏡を軽く叩く 。 11 。 。 30 33 
鏡をパンパン叩く 23 。。 。 20 33 
鏡を指さす 。 。 25 50 20 33 
パ yと後ろを振り向く 。 11 13 。 10 。
白己像』ζ笑し、かける 8 。。 。 30 50 
検査者像lζ笑し、かける 15 。。 50 10 50 
※ おもちゃを鏡を見ながら持つ 。 1 。 。 10 33 。おもちゃを持ってから鏡を見る 46 67 13 。 60 17 
おもちゃを鏡に近づける 。 。 13 。 40 17 
おもちゃを鏡につける 8 。。 。 40 33 
声を出す 8 。 25 50 20 17 
泣く 31 22 25 。 30 。
周囲をキョロキ ョロする 54 56 38 。 70 。
鏡をちらっとだけみる 38 1 13 。。。
鏡の中の自己像を見たのち，検査者にすがりつく泣く 15 1 25 。。。
鏡lζ映った自分の顔le手をやる 。 。 。100 20 50 
の前で身体を動かしながらそれを観察したり，鏡像と後 高く，さらに加えて，鏡像と実物を交互に見たり，鏡像
ろや検査者等と交互にみるといったGesell等がいう実 を探したりという実験的な行動も多い。 10人中8人の子
験的な態度(表5の※印)の出現率の総計を表している。 供が，自分の鏡像と後ろを交互にみており， 10人中7人
図3と4より， (5)xOxでは，鏡を見る行動の出現率も の子供が，鏡の両端，上端，下端を見ている。
( 6) 
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図4 鏡像探索の8項目の出現率総計
(6)xOOは.鏡の中のつり輸を探さずICふりかえる，
シーノレをとるパターンである。 20カ月児からみられた。
(6)xOOは，図5にみられるように，鏡の中の検査者
像および自己像lζ笑L、かけるという行動の出現率が高かっ
た。
「泣くJ.i鏡をちらつとだけみるJ.i鏡の中の自己像
を見たのち，検査者Iζすがりつく，泣く」という，鏡に
対して消極的な行動はまったくみられなかった。
考 察
子供は，鏡というものをどの様に認知しているのかを
考察してみたい。
Bower (1974) 3)の実験によると，子供は，生後5カ
月を過ぎると，復数の母親が出てくる光最に非常に混乱
する。 5カ月を過ぎると，母親は一人しかいない ζとを
子供は知っているようである。 二つのモノは同時に同じ
場所に存在できないだけでなく，同じモノでも同時に~IJ
の場所でみられたら別のモノだという ζとも 5カ月以降
知るようになるという。
鏡を見せられた時子供は，一見閉じモノが同時iζ二つ
の場所iζ存在する光景に出会うのである。かたや実物，
かたや映像であるけれども。
Bowerのいう 5カ月以前の子供は，ごつのモノは同
時に同じ場所K存在できないという原理をまだわかって
いなし、。放に鏡像も実物もまったく別の二つの実物だと
見ていると思われる。
鏡像を見る乙とが始まるのは，筆者の研究では. 5カ
月だった。乙れiζ対してWallon(1949)14)は r3カ月の
終わりまでは，子どもは，鏡に映る映像lζ気がつかない
でいるJと書いている。 Amsterdam(1972) 1)の研究で
も. 3カ月児は鏡を見ている。
子供が物を注視する乙とができるようになる年齢は，
新版K式発達検査 (1985)7)によると .3カ月で98.9;;ぢ
の子供が視線上iと提示された物を注視できるという。
( 7 ) 
図5 鏡の中の人物像に笑いかける反応出現率
乙のζとから. 3カ月でも鏡の中の像を見るようにな
る。放に3カ月でも鏡像も実物もまったく別の二つの実
物だとみている可能性がある。
5カ月以降.の子供は，鏡像と実物をどう理解するのか。
筆者の考えでは， 責主初は， 同じモノでも同時IC~IJの場
所でみられたら別のモノだという経験に基づき，鏡像も
実物もまったく別の三つの実物だと思うはずである。鏡
の中のつり輸を見せられでも，見るだけで探さないのは，
鏡像のつり輸をも実物のつり輪として見ているからだと
推測される。
しかし，筆者の結果では，鏡の中のつり輸を見るだけ
で探さない子供は，銭をちらっとだけみるだけであった
り，鏡を見て泣いたりというように，鏡』ζ対して恐れを
示す率が高かった。 Kagan(1974) 8)によると，慣れて
いるものとはずれのある刺激に出くわしたとき子供は，
恐れを起ζ しやすいという。
そうすると 5カ月から 9カ月までの子供は，鏡像も実
物もま ったく別の二つの実物だという考えで鏡像を見る
が，鏡iζ映った像が，普段見なれているものとは異なる
ことを発見し，混乱し，鏡像Iζ恐れを抱くのかもしれな
い。 9カ月になると子供は，鏡の中のつり輸を傑し始め
る。
9カ月という月齢は.Piaget (948)'2)の発達段階で
は第4段階「第二次シェマの協応と新しい状況への適用J
にあたり，子供は，目的と手段の分化および独立した行
為の協応により，見えなくなった対象を探す乙とができ
るようになるといわれる。
鏡花映った像が，普段見なれているものとは異なるこ
とを発見した子供は，次に同じモノでも同時に別の場所
でみられたら別のモノだという経験をあてはめ，鋭に映っ
た像と実物は別の物だと推測する乙とは可能なはずであ
る。
鏡花映った像と実物は別の物だと推測できたとして，
鏡に映った像を普通見なれない実物だと患っているのか，
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あるいは，実物でない何かだと患っているのか。 ~IJの物
とわかっても，鋭像が実際lζ存在するものの鏡への投映
像である乙とまではまだわかっていないと恩われる。
そζで子供は，つり輸を探すだけでなく，鏡像を見る
という行動をも顕著に示す。筆者の結果によれば子供は，
9カ月からは，鏡に映った自分の像を中心に鏡の周囲を
見たり，鏡K映った自分の像を検査者の投映像と見比べ
たりする。
Piaget (1948)12)も，未知の対象を理解しようと試み
るとき子供は，長く対象を見つめ，探索動作』ζ没頭する
といっている。
しかし鏡の中の世界と，自分がいる世界と相互に興味
を移し，二つの世界を結び付けようとする行動の出現率
は， ζの年齢ではまだ少ない。
鏡像が実際lζ存在するものの鏡への投映像で、あるとと
を子供は，どのような過程で知るようになっていくであ
ろうか。
一般に母親は， 1 i設を過ぎた子供が鏡の前でなんとは
なく，鏡の中の自分の像を自分と解っているような感度
を示すことを見て，経験している。筆者の実験でも， 12 
カ月から18カ月になれば子供は，鏡の中のつり輪fr対し
て後ろをふりかえることが可能になり始める。
乙の乙とは，一方は投映像で他方は実物だという認知
を，乙の12カ月から18カ月という年齢では確立している
乙とを示している。
Wallonも， 12カ月から15カ月の間には，子供は像と
実物が同じものではないとわかっているといっている。
12カ月から18カ月はPiagetの発達段階では，第三次
循環反応，すなわち一つの結果を得るためK既知の手段
とは異なる新しい手段を子供は探求するといわれている。
Piagetはさらに，子供は新しさそのものを探求すると
はいえ，新しいものに出会うのは試行錯誤を通してであ
り，新しい発見との出会いはつねに偶発的だと述べてい
る。
Piagetの説から，鏡像を観察する行動を通して子供は，
新しい発見iζ出合い， 12カ月から18カ月という年齢で，投
映像と実物は別物だという認知を確立すると考えられる。
しかし鏡の中の像と実物との位置関係を，乙の年齢の
子供はまだ完全には理解していない。
鏡の中のつり輸をみて後ろをふりかえり，さらにシー
ノレの手がかりも後ろに求めるような行動をした13カ月児
も，シーJレをはった自分の顔を見て，瓶の中のボタンと
見比べた18カ月児も，鏡の中の物は映り姿である乙とは
理解されるが，シールについては実物と鏡像の位置関係
はまだわかっていない。 18カ月でも，まだ自分の顔frつ
(8 ) 
いたシールをとることはできないのである。
筆者の実験では，鏡の中のつり輸を採さずにふりかえ
るととができる子供のうち，シーノレをとらない子供は，
シーノレを取る子供と比較して，鏡像と実物を交互に見た
り，鏡像を探したりという鏡像κ対する実験的な行動が
多い。 18カ月になれば子供は，鏡の中のつり輪を探さな
くてもすぐに後ろをふりかえる。鏡lζ映ったおもちゃを
見て，背後lとある実物をみつける課題については，他の
文献でも18カ月あるいは19カ月には全員が鏡K映ったお
もちゃを見て，背後にある実物を見つけている。
(Berten thal等 19782);百合本， 19811刊
乙れらの乙とから，18カ月には，鏡の中の映像を手が
かりにして，実像をみつける乙とができるといえる。
ところが，シーノレをとれない子供は，鏡像と実物を交
互に見たり，鋭像を探したりという実験的な行動を活発
に示す。シーノレをとる乙とができる子供では，周囲をキョ
ロキョロする行動はまったく見られないのに，シールを
とらない子供では出現率が高い。
子供は，シールをとるという新しい結果を得るために
乙のような実験的な行動をし，その結果20カ月以降，自
分の顔につけられたシールをとる乙とができるようになっ
ている。
顔lζつけられたマークにふれる行動は，他の文献でも
20カ月から24カ月までにはほとんどの子供にみられてい
る。 (Lewis等， 19799)， Amsterdam， 19721) 
ただしシーJレを取った後も，泣きだした子供や，鏡の
中の自己像と自分を交互に見る子供がいた。乙のことは，
シーノレをとったからといってまだ，鏡lζ映った自己像と
実物の自分とをびったり一致していない乙とを示してい
る。すなわち，自分の顔についたシールをとるととが，
鏡の中のシールの像を実物のシーノレと結び付けられる乙
とであるといえる。しかし，鏡の自己像と実際の自分と
を一致して認識しているとは必ずしもいえない。
とはいえマークテストが，鏡を使った自己認知の証拠
とはならないという意見を述べている文献は見あたらな
かったので，乙れに関しては今後の検討を待ちたい。
百合本等 (1980)17)が紹介しているZazzoの実験で
は， 2歳前半になってもまだ，鏡を見て自分の背後にある
点滅光の実物を振り向くことはなかったという。 Zazzo
は一連の実験結果から，鏡像が，物の映り姿をあらわす
一種の記号であるという認識は，徐々に確立されてゆく
ものであり，その認識過程の途上で，自己像が自分の映
り姿であるという理解がなされると，述べている。
山下(1989)15)の5歳から12歳までの鋭像の左右差の
実験では，鏡の中の自己の左右差がわかるのは， 11歳で
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92$ぢ，12歳でも75%であった。 12歳になってもまだ鏡の
中の実物と鏡像の位置関係がわかっていない子供がいる
ζとになる。
従って，今までの文献から勘案すれば，鏡の中の像と
実物との位置関係の理解が20カ月から24カ月では，まだ
完全とはし、えないであろう。
稿を終えるにあたり，研究にご協力いただきました四
恩学園の金戸光子先生をはじめ，保母の皆様に感謝いた
します。
要 約
0， 1 歳児の鏡に対する反応を発達的K明らかにする
ζとを目的とし，実験を行った。
対象は，大阪市S学園乳児保育所の0，1 歳児37名
(年齢幅は2カ月から23カ月)。全員心身共IL異常のな
い健常児である。
実験は，s学園内の保育室の他人の出入りがなく，視
聴覚上も隔離された空間でなされ，鋭には， 145x65cm 
のフィルム製の鋭を使用した。
子供は鏡の前で，①笑う，叩く等の鏡の前での一般的
行動，②子供の背後でふられたつり輪を，鏡の中で・みつ
けた時の反応，③気づかないうちに額IC赤いシーノレをは
られた自分の姿を鏡でみたときの反応，が観察された。
結果をまとめると以下のようになる。
①5ヶ月から8カ月までの子供は，鏡の中のつり輸を
見るだけで探さず，赤いシーノレをとれなかった。鏡の前
では，鏡をちらつとだけみる行動が多かった。
②9カ月から1カ月では，鏡の中のつり輸をみて，実
物のつり輸を探すが，後ろをふりかえることはできず.
シールもとれなかった。鏡像を見る行動が，顕著であっ
た。
③12カ月から18カ月では，鏡の中のつり輸を見て背後
の実物をふり返るようになりはじめた。しかし子供によっ
てばらつきがある。シーノレはどの子供もとれなかった。
④18カ月から20カ月で，鏡の中ICつり輸を見て，後ろ
をふりかえる行動が定着する。しかし自分の顔につけら
れたシールをとる乙とはできなし、。鏡像を見るだけでな
く，鏡の前で‘体を動かすなとの鏡像探索行動が顕著IL出
現した。
③20カ月から24カ月では，鏡の中のつり給を見て背後
の実物をふり返り，かつ自分の顔についたシーノレを，鋭
を見てとる乙とができるようになる。
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Summary 
τlIis study investigated developmental process of the mirror-image responses during the first two year after birth. 
The behavior of 37 infants between 2 and 23 months was observed before the mirror泊 3conditions. The m勾or
findings were as follows;百lemirror-image respons巴 ofthe infants showed 6 patterns of development. (1) Infants 
look the ring in the mirror， but not search for the ring and touch seal on their face: 5 months. (2) Infants look the 
ring in the mirror and search， but not turn the real ring and touch seal: 9 months. (3) Following the search， infants 
turn the ring behind them， but not touch seal: 11 months. (4) Following the search， infants turn the ring b巴hindth巴m，
and touch seal on th巴irface: 18 months. (5) Infants only look the ring in the mirror， directly turn the ring behind 
them， but not touch seal: 18 months. (6) Infants not only turn directly the ring behind them but also touch seal on 
their face: 20 months. 
(10) 
